
 

 
 

 
リンクが本格的に事業を開始してから早 5 年が経ちました。 
この 5 年間は台風や大雨による自然災害や新型コロナウイルスによる社会や生活様式の激変など、何かをしても

どうにかなるものではない大きな出来事が続きました。それでも、これらの出来事に私たちはどうにか対処し、新
たな手法や繋がりができるようになりました。災害支援ネットワークの整備、新たな生活様式、オンライン方式に
よる会議及び研修の普及、社会とのつながりの再構築など・・・。この「対応力・順応力」は、日々悩み・考え・
誰かと繋がり、行動に起こし、試行錯誤を繰り返し、行動し続けた結果だと思います。つまり、何もしなければ何
も生み出せず、何かをすれば新たな何かを生み出す可能性が芽生え、それを繰り返すことで更に何かを生み出し続
け・新たな繋がりができたのだと考えています。 

当法人は「０→１(ゼロイチ)活動」として、制度の狭間に陥っている人や分野への支援、ニーズに応じた社会資
源やネットワークの創設を率先して行ってきました。下記のいくつかの草の根活動においては、これまでの継続的
な活動が実を結び、レベルアップした事業として事業展開できることとなりました。 
【レベルアップ活動（事業）】 
⑴ フードバンク活動：「フードバンクさんぶ」として 

リニューアルオープン 
⑵ スマイルキッズ：支援対象児童見守り強化事業 

→子ども第３の居場所として事業強化 
⑶ 心のいずみ：①ひきこもり支援→山武圏域での活動 

②メンタルサポートの拡大 
⑷ ホッとステーション：１年目→山武郡市北部中心 

                    ２年目→山武郡市全域に拡大 
【山武事業所の移転】 

そして、もう一つ大きな動きとして、2023 年５月１日
に山武事業所を移転することになります。今より少し大
きな事務所です。地域交流スペースも創る予定ですので、
お気軽にお越しいただければ幸いです。理事⻑ 吉井稔 
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【新事業所地図】 

新住所：〒289-1345 千葉県山武市津辺２５２－１ 

電 話：0475－77－7531･7532(変更なし) 

【山武事業所内事業】 
① 中核地域生活支援センター「さんネット」 

② 生活困窮者自立支援事業（山武郡）「さんぶ生活支援センターリンクサポート」／山武市家計改善支援事業 

③ 特定・一般相談支援事業・障害児相談支援事業「よろず相談センターぬくもり」 

④ 共同生活援助「グループホームぼんぼら」⑤日中一時支援「はれなれ」⑥フードバンクさんぶ その他 

※法人本部☞住所：横芝光町横芝 2272 番地／電話：0475－77－7531(変更なし) 

新年度スタート 

人がつながる 地域がつながる 社会がつながる つながりたい かけがえのないあなたと 



 

「ちいき食堂ほのん」の 2022 年度報告 

 「ちいき食堂(子ども食堂) ほのん」 
 「食」を通し孤立・孤独解消の取り組み
と相談・地域交流の場として、誰でも気軽
に参加や相談のできる機会となるように出
張「ちいき食堂ほのん」としてかき氷や焼
き芋を行い、沢山の方に来ていただいています。 

山武地域では地域行事、高校・大学での 
開催を含め、18 回実施しました。（中田） 
 
 生活自立・仕事相談センター緑(千葉市) 
では、様々なイベントの開催に合わせて出
張相談会を開催し、「ほのん」の焼き芋を
提供しました。参加された方々は皆さん笑
顔になってお帰りになりました。 
2022 年度は 11 月から 7 回実施しました。 
 今後も「ほのん」のかき氷や焼き芋等で皆さんを笑顔にしていきたいと思います。（庄村） 

 

千葉県生活困窮者自立支援の機能強化事業報告 

（官⺠連携による地域の生活困窮者支援体制を構築するためのプラットフォーム整備） 

2023 年 2 月 23 日に、まちなか広場えみふるにて社会福祉法人福徳会と共同開催による「ちいき食堂ほのん」で
の食の提供とフードパントリーを実施しました。 

社会福祉法人福徳会様においては、昨今の物価高騰に伴う家計応援として生活物資（トイレットペーパー等）の
提供をいただきました。 
 この機会は、「子育て世帯応援」「地域・多世代交流」「家族間のコミュニケーション」の大切さを再確認できる機
会として企画した意図もあり、横芝光町だけではなく近隣市町からの参加も見られました。連日の悪天候から一転
して当日はお天気にも恵まれ、約 200 名の参加がありました。豚汁や焼き芋の無料配布に喜んでいただき、地元就
労支援事業所によるキッチンカーでの販売も完売する等、大人も子どもも楽しめた企画になったと思います。 
 この活動が、一時のイベントで終わることなく、繋がったご縁を大切に継続的に実施できるようこれからも取り
組んでまいります。 
 「自分の地域でも開催してほしい！！」のご要望にお応えしていきたいと思っています。（赤堀） 
 

 
 



 

ひきこもり支援事業（横芝光町・山武市）報告 

（山武市市⺠提案型協働事業、横芝光町コミュニティ活動推進事業） 
2022 年度も、山武市及び横芝光町において「ひきこもり支援事業」として、当事者や家族、支援者の集い「心の

いずみ」やコロナ禍でのメンタルヘルスの不調や日ごろのストレス解消等を図るための音楽等を用いた催事「心の
コンパス」を開催しました。 
 「心のいずみ」は、講師にひきこもり家族会アドバイザーや精神保健福祉士をお迎
えし、日ごろの思いを安心して吐き出すことができる「場」として回を重ねるごとに
参加者も増えております。 

 「心のコンパス」は、12 月に実施したクリスマスコンサートに家族連
れの姿も見られました。また、1 月のパワースポットめぐりでは、普段、
交流することがない世代を超えた参加者で楽しい時間を過ごし新年に
パワーをいただきました。（赤堀） 

 

法人研修実施報告 
2022 年 12 月 18 日（日）のぎくプラザにて法人職員全体研修の 2 回目が行われま

した。講師に医療法人精光会いなしきハートフルセンターおよび特定非営利活動法人
夕なぎの理事⻑である、横山基樹⽒を迎えて「障害者の権利擁護」・「アドミニストレ
ーション」についてのお話をききました。グループワークでは、「ニーズとデマンド」
の違いについて話し合い、初心に立ち返ることの大切さを知ることができました。 

研修に参加した職員からは、『障害者虐待についての
基礎知識を学びなおす機会になった。』『「ニーズとデ
マンド」について事例を用いた内容であり、深堀した
話し合いが出来た。』『いかに情報を掘り下げて考えて
いくことが大切かも理解できた。』との感想が多数上
がっていました。（小川） 

フードバンクさんぶ 

2023 年 4 月、従来のフードバンク活動をバージョンアップし、 
「フードバンクさんぶ」として生まれ変わりました。 
 地域の皆様のご協力とフードバンクちばの支援をいただきながら、 
山武圏域内での食糧支援活動をより活発にしていければと考えてい
ます。ご協力の程、よろしくお願いいたします。（石井） 

＜編集後記＞ いよいよ、新型コロナが 5 月 8 日から「5 類」へ移行となります。既にマスク着用は個人の判断になっていますが、 
いろいろな意味で（汗）、外すことに躊躇しています。が、早く皆さんの素顔を見ることが出来ますようにと祈っています。（I） 



2022 年度寄付・寄贈の御礼 

2022 年度、多くの皆様から当法人へのご寄付・寄贈をいただきました。 
皆様からのご寄付・寄贈は、法人が行う地域コミュニティ活動リンク（フードバンク・

物資支援及びちいき食堂等）や各種事業に活用させていただきます。この場をお借り 
いたしまして心より御礼を申し上げます。ありがとうございました。（荻野） 
<個人の皆様>（順不同） 
山本 亘弘 様、伊藤 佐和子 様、伊藤 英夫 様、大木 正之 様、齋藤 友見子 様、
関 節子 様、堀越 幸一 様、宇野 典子 様、浅野 武男 様、三輪 春希 様、 
栁㰣 武行 様、大森 菜穂 様、竹之内 珠実 様、大野 容子 様、櫻井 愛理 様、
伊藤 和 様、作田 節 様、増子 一美 様、武田 佐多子 様、⻘海 隆 様、 
狩野 和敏 様、小沼 浩一 様、金子 堅太郎 様、河野 禅 様、深野 勉 様、 
内園 俊子 様、小倉 亜津子 様、⻫藤 世津子 様、小高 佳子 様、鳥海 智敬 様、 
緒方 利香 様、作田 滋 様、杉本 リリアーナ 様、佐瀬 菜穂 様、鈴木 ゑみ 様、
S 様、M・H 様、行木 陽子 様、越川 さち子 様、童子 悦 様 
<企業様等>（順不同） 
株式会社猪野興業、株式会社ウィング、社会福祉法人九十九里町社会福祉協議会、
NPO 法人全国児童福祉支援ネットワーク、千葉県知的障害者陸上競技協会、 
株式会社総合ケアサービス、株式会社 M’TAKAHASHI 

＜募金＞えみふる開所イベント、ほのん事業（かき氷、焼き芋他）、スマイルキッズ、 
ちいき食堂（スマイルキッズ）、ホッとステーション、プラットフォーム（ほのん）、 
わくわく館ホッとステーション（ほのん）、大網きららフェスティバル（ほのん）、 
NPO 法人リンク有志  皆様からいただきました寄付・募金総額 945,371 円 

 
 

新入社員紹介（総合職） 

野島 晃（のじま あきら）：佐倉市在住の 60 歳です。知的障害者生活介護施設の生活支援員として 6 年、うち 5
年は約 250 羽の鶏の世話や採卵･販売、畑仕事をしていました。地域での活動の経験を基に、人と人との
つながりを大切に、その人らしい生き方のお手伝いができるよう学んでまいります。 

小林 茉央（こばやし まひろ）：３月に大学を卒業し、4 月１日に入職しました。東金市出身です。笑顔を忘れず
相談に来られた方や地域の方々との関わり、皆さんの暮らしを支援していきたいと思います。 

 

法人事務局・山武事業所 
〇中核地域生活支援センター さんネット 
〇さんぶ生活相談センター リンクサポート 

（自立相談支援事業・家計改善支援事業） 
〇就労準備支援事業 あいリンク 
〇グループホーム等支援事業 
〇よろず相談センター ぬくもり 

〇障害者グループホーム ぼんぼら 
〇日中一時支援事業 はれはれ 

〒289-1345 山武市津辺 171-1   
TEL：0475-77-7531（さんネット・ぬくもり・ぼんぼら） 
TEL：0475-77-7532（リンクサポート・あいリンク） 
FAX：0475-77-7538 


